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臼4=-の化学白年史め千リ11をt久走 L てきに告をttt-~杵ィじ jf肉f互の久工要自の一つ E し
て「広島十dbJfJF'恥 1).tゲうれ t、， j 0 二司 JZ 右めえ持き受';てそえした広知~t.宇
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危ピ‘'(~え t よ、、 .c為 5 ) D ~ノlしら q ク舛 q う J i))ノ iii) iv) I~ っ、‘'( It研完''/'1レ

_ 7"会 _t且!!¥.cr 1Iげ"J" ;事場痕 "C."I-: 吟問勺許~ /IL J乳団-r."k-1i時 φ4民〉瓦ド角!:.1した九

6 -



4. ~.与ネ 1-:' 巧い℃司王ム!乙.
i-tを自信-i;与寄ィ主ぐ眺め Ji七四向刀、 r 伎のイt/t念品 144szJ欠芳 i二噌.:K.(.. ) ま1.原、

μ玄勺隆明。ゾイt/字の諸1r野t盛んに利用さ /JL 3ょう J0冷リつ、為 JJ息J五 Jβ}す化学
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トリ子ウム標識-ib合物のが援変1てよゐ蛍n午イbの荷発

(東北J¥'理) 猛)11考:倍

1.JY 1950年伐lくオ}クリザジ函江崎;z;芦「のSneiJらりによヲて境変厚手

の電1{f.分布~jjl]足すゐcA.Mr-$F:~~metzy- ~:J朝始 3 れ。ー接受ャ-tf{A;主体転移lご

どるなっ電子ψリ希νv才ーデ工初来¥CJ"タ篭手荻~の結果どしぞおゐ電荷~.4fr lて
つけ1の知息官、'4号られゐ立つ l之 lJヲ k。

乙札lて立すレて了lしゴ〉天国立玲究所のν何 J2.e"'l' らのはこのム方法主よリイじぎIiJIJt 
犯から，分予内標識療、手。壊愛の他考勾効果の荷免l之通用レ1で。ト¥)テヴムて標械
レR種々 の1"G令籾主要憂さi!..，主詠イズンの分布t現I}堤しT之のがその例 T・める。乙
爪I::::jフて紋射援もてヒ'btJ"う分まの分解の旅相IJ句、ωリ解崎3れるJうiごUっで

釆1言。
しn、レ，y.;，似Leyn'¥'$す先レR者苛IJ今から P数年む昔のニとであリ，イ才シ分ラ

及お荷えの放呆vt~守ヒ IJ 叶えず， j T~舟手執道去が車用 ι お乙Uわれず，型iま旬、
ら是JIVIIJ不鵡えTJ，-e、が夕、、。
我々はい約/0年来 TOHOKU伽ψSpe.d1'"OYl1ぬを賂芝♂，放射鮫 I'(j~
鱗介制収の機能ょi問~， ，イズン介"?J'附 lでよみ劇財解榊臓の被告働をそ
U え f"(ゑ星ヒして使用い悦ダ[かが駁扱え 1J 台、 R喰~ペズン}三蘭3 ゐ~.究の才
宏論r:JJ1足j乙を礎錯すゐ占う iてつヒめノ私.1i.i("1て号7どのあ(泉主集議しつつあゐ e

乙の d り TJJiff兜の丸関~，\\成果の 1蹴舟を j'(_ 約て、制アレ，関内め ~;.õ のご』先手リ
t1()1~'ì(ρ 。

立 腕包安ì~トイ方ンの分解機株
トノト 7 トiA~t与の基本l;f工ネjレぞーの犬き山厚手の衝突 k 又Æ Z~めみというニ

ヒボ札来v、nれ τI、R下 ，-~r刷走む4長官ミまf.: (Jお了竜t(~1":あみ分寺ヤイオンの手

動がきのめて重~rJ周与左はしてめ 1) ，ニの点についての研究IJ九較勾少l.J<， l
F定理的1]知識百ヤX' 11"{ リド e ヒく民放~尿守系の iじゃ?苅来!)ijえする場合I::JJ
励まひ丈経，(:::閉すゐ知皇jIJ最も菅穿ずあゐ。

マ乙r，執々 1;1 ToHOKU ω113ι SfedYOÞJ1_~~er を長安二陵型賃窒介祈計ヒしさか1
，イ苛ン介手反応‘(電荷交換反来))I之 j lJ励起介解府免田 1-::: 浩司レ R。ニれ l~ よっ
て舟~ t1/tシイLして新庄の工ネ lレ.y-"!:与えみこヒ由?でき，をの風足しべlしがち

の単介3句介併機構E知J.i::.，ヒ 1)¥"C ~ゐ。
ti街~t安反必ず IJ -喫イヰンヒ中4主介きの間 I~ つぎのよ今 1，竜寺 η後愛がめ，て

r 中 11分~ IJイ才シイLし， d 兵tの工ネlレf-1:tちラて風格t(憶がら分解llJ.

A十十門一一→《 十門十十 4E
門十 一一ぅ N十 十 X 

こ乙 τA十，j-決イヰン 3 ト11J中壮介手).&E lj M11τ与えられる工ネル干-) N¥l断
片イ才ン }X lJ中;J-1:断時 E示す。
教々 Il::.，の J ぅ口電荷~J襲及民11く J いして，ピの J 乃 TJ過程で励責~t介解11"d ::.， 
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右司、 ~J1・殺到し 1て。 ヒリ.t.(rr~ の JJ J?-X t ¥ Iう系
fめi)， 1守としてはメチルノ工チ 1レ)7

Dロピiレ，ア

子jし基署て‘あ 1)，Xヒして 1:3 H，α， Br， 1.) NHz} 
0ト1，SH等れし札ら 1，つ u ての ~j名句 7，，1初歩E!:: ぢ L
tJラ Tc:(1 

制として園 11ご数々 が不めRヨヤAtメテ iしの場舎
をふすで〔α)lJA+-喫イ汗ンEいろいろ i之変えて4E
~t1t さ1! r~ 口，介解イ X ンの存在員在キζAE の関
数ヒしと手 ν同のて¥市lτ分解曲tわい恥れゐ

。ニの身解曲線lて主帆1.1駒起工ネ iしギーが位いとき

Ft tl'-¥311" J あく日 φ¥"::つ札て CI-11J 1t， C.HzIT苓b'

E玖10乙ヒがわか。 o ~ <函1(¥?) IJ TI.AY')1eγ ち

に立フて偽らk¥.rくヲヤイLメテiしのあ曜Iろスヘfクト1¥'"
~~す ø j 1て表1IごI;rExJ:ettdeo(Huc/ul 110法?'

求めk机i孟工ネ jレギーとその結合のII~格をます。定i
也子スヘtクト I¥.-のサー八ンドIdヨザ毒w.予の升結合
唱包予のイズン~tJ\:;-河j{0 ν，分解曲線工の令手イヰン
の生鋲1::.11fltすゐ.究三バンドIj<:-l結令陛』事手の
イtンイblく対/ivν，Lの絹威では(，-1結合の切れk

CHiヒfイJヰシが生政すゐ乙ヒがわか令。

まに対三バンド¥(jC.-H結令粧軍手のイ才〉
~blく対応、レ， t-}i緒令の切れTて (H~I1"イ;;t
シtJ'{生成すゐことが，失験ぉJv.理論から
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図cXl之IJRx'tイ方ンの分停挙動のー例ヒし Zc..H3Xtイ方シのc_-x待合切断斑キE
f守与工キJしギー η明教として手レf:::号表2.1て仁.H3X分去の最i司被る執，i!，苛二破b
瓢31，~三被ち軟Jtの絡令の4主始日・レド。 x= 伐， Er ， 1 (令Y'OupA )と X=. NHz 
) ot-l， .s H (q.ty)up B)では傾伺ドぃi;¥/，tし〈進フト、。ニとがりか令。 &roL，(pA
ではす二線長争川主，¥:rc-x待合 I(関9 lo> b ので，芳三羽~f，執ll{j c.-H待合I~ 周すみ b 
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の fめゐ.ヒニろ Ii)~'， 6-刊はpBt"lJ".iをの噸 円 Gr01.刊 Rr I 

l予lてはヲト、ゐ。'-'のiL¥、Id図21:::示ν1ミ J1ighrsl n仰)R} n(IK)叫 n(l)吋

傾向をJ<誌咽すゐむの fめ。. icf ;;23》 22213 221)町

3. ラジゲJLの分解曲線域的新ぃ， -L正 面 FtJ一一一一一
::r京。， Hight n(N)，MGH3)n(0) 硝)

電街変換反応.t用いてヲゲ刀 lしの介容曲 E176dj;弘)σ(ι4!?EH1ぷ32L明

書~~求めタ乙ヒ (J I 象愛原~\く立ゐ宝~ラ a) 0仇 Jis一両足函Jふ一一一一一一一

ジ刀 IL・イ方ンの考司自主知ゐドめlて重手ピ 長2.CH州各被長軌道の訪れJt締
め;t'fJ~， 従来 L 札\~関すタ安駿勾知弘 IJ 同ヒ人ピ天口て ψ ゐ e 数々 \J3 ヤイ仁甥の介
僻曲線p、ち関持旬lくメ千 lし守ジカ jレの介解曲線n'明ら札みニじ左手レk。二れらの

ヲゲカlレr-較的 l之久をがっキ足¥(作 100rムfpl+

1)広すことl坤JZ，"('IJ 1)訓， Lの的 11 1 (¥Cバ
イヒ物左足ずゐ周持法{三よ此にI;rIジ力ル --; t I Iハ
イオ〉の緋曲線はきわめZ簡単lく縄 三11 \~ヤ爪 C.， H<I+

t-J II 11 ¥ -0 "叫
らfL-T0 ~ 50~ I ¥' ¥ 
函3¥之1.1(仇)ヨウイヒ工手 lしのゐ解曲 ~ 11 ，¥ ~ 

t集叫 ω~ðfl よ 1) 作業し食(~)工手レ 告

ラジ月ルイ有ンの分骨千曲線添わ 5 
(α) ¥くお¥)ミヨヲ素j車、手lξ関4号、すゐイ
オン〈仁之l4s-1"'"， 1'" ，にthlt)を除き I 1('¥("¥ 

C寸\S'"ィ才ンのjz_ち工りが c~ r\s ラゲ IVU 

方 jしのイオン化，r~Tシシ併しとー意ぐする ~ I I ι 」

J 勺に曲線~>-7 トざ t てヤゐのポ I ~ I I -¥-戸、。"'_C，H.t 
救々 の開名レド新い 1方悲の骨ラでめ A501 1 V -''';、二

み。この J つ lてレ才特ち.ll~分停曲線 j I I 八
川 下 ら のほの附刀jレの電湖 : I Iふ cN 二。
撃λ寸ケト川J<説明代仰の 主 II t/i

勺Y42二コ~乎当J住之芯しれ、ゐ。 01 | 

斗，ト'l手りム標識化合物r'41ワゐ RecJiMon erwJ(eV) 

放射簸安 iくよゐ~僻 η} 図3 ヨヲイE工テjレ{α 〉ζ工予lレラシ功ルω〉

宅人j二のJ乃TJ，府究E基礎1，してト 1) の介僻曲線

子ウム色合定、精識化合拘の分解機構lぐついて舟売し下。 lj"\)'め lくj主ぺ r~ J勺1¥ト1)

刊ム標識愉均時停機構l;tY{eJIJ.e.'r らlサラて府免3仰が，脱却、らみれぽ

不満足ubのfめゐ。
紋々はづぎのよ勺fJ理論!柄~~~.、乙U ヲぞ， この吃多くの基本的u解明lくつとめ

"K 0 t，ヒえ1'1"ト 1) 子守 L嶋識了 lレ刀ンI'< T の壌~Iくよる令解説える I(

RT一一→ RHe.T 一一→ R十十同

一今RT T R2 T H企

のJ勺な道援が注.c0 1ミ戸レ 1 1<1 お J ぴ~は Rの断庁 E あらr{? 9 oRぽ→RttHe. 
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の過aill'¥主主‘かピう n、のや|断IJ"RT
おJ ぴRHéのポテンシマ}レ・工~
lレギー釦綾から更』当宮内-<.国4
にl立乙の喝合の梗弐嗣 E不νk。
RTのポランう"fI¥..工ネ lしギー曲
線ょの平衡接間距離のヒ乙ろから

I<Heの基藍tt怒のポr':.-シ匂 lレ・
工ネ lレT~-..t. 1:::落ちみとさノをの

l担続の形lご Jリ3つの場合に刷、 22 
札70}0 長:

苛ー時圏中の&の値Jリ娘ィヰ ξ 
シのj官舎工ネ)I.-- t~ーが小ざい場合む). ¥u 

オニ1;1a.の佐より按イ J有ン句結 石
冶エネjし干ーが‘太きい場合(1)。 ぢ

芳三IJ第イヰンのポテンシマ lレ F 

曲面が史全lこ反権型の喝合 (1In。

Lのうち昔ーノ芳三の場合同講義
イ方ンIl合併ち<fS， LI J RT-1.:1ンヒ
尚昆5-1てば令。I?ttl'~ミら l之舟脅干す
ゐかどうかId訴11て込べkラゲ刃 lレ
の分僻曲集から判断す々しと fJ'~.t，. 図今.

きる。方この喝合IJdJ併せずi<HJ
の務 <~7をふ
R=-Hピf<=-剖州場合マ"，Jを以

ぞtK突鞍勾l之も時前声9r-b会〈異

以ゐ Lとが明らかにJAtLrご。可u
tð)ち約選の場合IJ~ ニの場合'，-1i自 2 484 

きνI H\i~が減ゐがノ俊右 Ij~ 三 三 -281a

の場合lで柑当レI CJi;寸 Heのよう E 山

I~ 以ゐ。

これドつ ~1 マ HT， d-I3T I HHl， 
仕h!ie" ~のポテシシそ lレ工キ lレ
ギー怖くを数々 l:l計等1::よIJね
!と。ふれらめポテ〉ラマ jし曲線IJ

井鐙喋flgjj丞τめoWhi甘evtの基
底関教をi習い争方法ιFるyほらの

ST 0-3守悲セ司いて官T耳υR。
、の計算方武I~分3 執追の差 + 

開軟にし7shur軍軌追(=代二 函5.HT→H~e 制。 ζ叶吉T守的内+の~.吟
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臓移併比較的簡単lて計
本義武 t解l'之中く右最君、ノ

ラ ξ ゆくニヒ b、Cき.g.
川にHdの討:尊結果悶.
1013片品{立直曲線型であふ

1;1 su!ぬlena.pprox!rnatloY¥の践
II挺ヒ渇えられ，鎮のを竣動向教fV¥ヒ娘の企震動開紋動1 とから4とめられ心。

Pγ¥'W¥ =く量約 l杢糊〉之

L の式IJ最終勾lて一亀3毅動閣敏~"t TJ リヘピJfL似でき比勝3怒号 l之解lt~o 切
結果芝奏31で示す。 HT守 HIiJで6ヨズ Parent 

州 Sのま J~~陣1~ ~ヒを示レT-;:o __ mωecuIe !Dali-r10n |;;;;;;!ifty 

nd) I HHe' (ground) I 62.8 J: r三ひh丁→CHoHeでIJc.1-¥d" T He 1::: 111 \~I VlAlIUI 1"11
<::: \~r.vulluJ . 1 

TJ 1) ~ ~の CH3i'イ才ン lまポ子ンラマル CH3(ground) I CH3He'(grou州| 肌 87

曲線のj考察から y最刈納杯Lネlしヤ 長3.RT→Rtie1-運秒碍苧の針尊

ーヒしぞ 07."4-e1'ε要1)'ヒ§ニとにな

ゐ〈突療Kι各常庁の逆斬工ネ jしf-分官IJψ芝、:しこの周年工ネルぞーず'は前

BPず:it;ぺ R ラゲβ1レ・イX ンのぬ僻曲線b' ら宇1 11庁 9~ ヒノ引きつずく分解IX毛 S， lJ
ぃ。少 t，，x くとも 6'D% は 011ィスンの静 Z~ ~号証する b のと忍えら札る・しれらの渇物
産苧 '0'完峨位ふリ 2ゅ rv2S~小さけの 14今後の持前l亡まち r::: ~)，. ~.I"令励忽4丈篤由、ら
の帯ち LみlJ ピボ関与百ゐの fめろうが/乙の~の前尊 1 :r3F弟\:::-穆稚 T; feめ特釆の
問麹として姥}dl"¥.Z ¥ ，ゐ，
~HsT IミフいてもC.H'3丁と動以の結果 b~得ら此ゐ。ま π理!tHTo J NH之下め零変

のふ‘の学重力 b針尊~~ぞ 11 ..g。
耳~..t.');9吠IJ>t"7 ト了ト Aイ℃ちーヒくに鮫原;~の小ャト了トム化きの明子

炉重写1jJレート E提供しTとものに足μω。
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/束手刀工孝 lこあ、 lするトリチウム・ザイク lレ

(犬F瓦大I苧エ学坪) ゐ)I I政明

第l図ヰ任準旦 事2閏げ11.:'李(戸h.n-s叫)

ヲーJレド

Dz U及
、J 、_， ~ 

事3 団熱れ興ゑ (Stickne~) 手4図 7、、ラシグ、yト示 (Johns刊日

第I1翠τ、、 t-jJ 核古梨'Kft融令けそれに Z畏j電色合せマト，)4-ウムのサイ 1Iレ主宗し

夫。第 :1J 3 J 4 I羽は，融合防のIf5す靖ぽ τ"のサイク Jレをあ l九.トリチウム lま室

ノ長材料色 &_t母しやすい水寺、l:l ての品質ヒ，放射イ苓 (/2.2bY，~ 0.0/8 MQ.Vれあ

ることの九めイ宇-t.手長z免tll:の伺是~J，'‘今い a

取令妙の三手怖と L7.めトリチウム化学~ I主 F'んなこと t あろう;J'0α 合材・椅

ぷ.i則定 J b.毛ユ宇リシゲ'・制御， C.沖本オ・熱女J安Hまピ八白昼過 J オ九詩文 ，I容解 J

C{.プラス‘マイヒ苧 eプアンケットィι宇， f.-t南条~景品品，回え) ~・純イじ〆1]鱗 J 向イ主
体$'渇邑ノ ι.，¥0 し'J ト"ファプリケー γョン.i.ガ、ス p ソルトード J'1 '1ン7"J jιT桜

之1初 MS Rなピ内 l約書， 1e. Tの坤却化学 l.Uまど品費涼/，1:.''3:') 'l'Y!. 邑tc. ヒ問題lま

?ぃ，
わ れ わ れ ItJ 殺す裂けのまE誠、やザザ、輸入され Z きた経過を 4、〈紗ってい dp 吃れ

lまや I~ 1) ha.sS i veな輸入丈化ずあっちず"J これずらは o.，ctiue去二{子釆きをみ走 (1，と

lまし北~ IJ ナウム Z号lまれ企い町、はなパ。 L昔、しす臼 1 は， T司知識1;H 

や Dの延長官 L L のtClJ 1)'"ヲい. ~ユ l二例Ut 宇危のイ士争川守ってい手。
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